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地
域
別
教
育
懇
談
会
に

是
非
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
後
援
会

活
動
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
の
大
学
を
見
渡
し
て
も
、
こ
れ

ほ
ど
し
っ
か
り
と
し
た
組
織
の
後
援
会

が
大
学
と
手
を
組
み
発
展
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
る
と
い
う
例
は
他
に
な
い
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
会
長
に
任
じ

ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
名
誉
で
あ
る
と
同

時
に
責
任
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、私
た
ち
保
護
者
の
大
半
は
、

高
度
成
長
期
の
幸
せ
な
時
代
に
学
生
生

活
を
送
っ
た
世
代
、将
来
の
繁
栄
を
疑

わ
な
か
っ
た
世
代
で
す
。そ
れ
に
対
し

て
、
今
の
日
本
は
G
D
P
が
成
長
せ
ず
、

さ
ら
に
、年
率
約
１
％
の
生
産
人
口
減

少
に
つ
い
て
、高
齢
化
や
G
D
P
減
な

ど
悲
観
論
ば
か
り
が
世
間
に
蔓
延
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、産
業
界
は
必
ず
高
度
な
自

動
化
や
高
速
化
で
生
産
性
を
向
上
さ

せ
、生
産
力
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
は
ず

で
す
。な
ら
ば
、近
い
将
来
、工
学
系
技
術

者
の
需
要
は
増
々
高
ま
る
と
予
測
さ
れ

る
の
で
す
。生
産
人
口
の
減
少
は
技
術

去
る
５
月
22
日（
日
）午
後
１
時
30
分

よ
り
、
大
学
学
友
会
館
ホ
ー
ル
に
て
平

成
28
年
度
後
援
会
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
135
名
の
会
員
が
出

席
（
委
任
状
出
席
は

1,540
名
）。
田
中
副

会
長
（
Ｍ
卒
・
青
森
）
を
議
長
に
選
出

し
て
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

第
１
号
議
案「
平
成
27
年
度
事
業
報

告
」を
熱
田
総
務（
Ａ
４・
京
都
）よ
り
、

第
２
号
議
案「
平
成
27
年
度
決
算
報

告
」を
尾
崎
財
務（
Ｍ
卒
・
富
山
）よ
り

説
明
。「
同
監
査
報
告
」を
廣
瀬
監
事

（
Ａ
３・
神
奈
川
）よ
り
報
告
。以
上
一
括

審
議
の
上
、拍
手
に
よ
り
承
認
。

６
月
19
日（
日
）、
大
学
学
友
会
館
会

議
室
に
お
い
て
「
支
部
連
絡
協
議
会
」

を
開
催
し
、こ
れ
か
ら
実
施
さ
れ
る

「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」に
つ
い
て
準
備

内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
支

部
会
費
納
入
や
地
懇
に
つ
い
て
千
葉
県

支
部
で
作
成
し
た
支
部
長
ら
の
似
顔
絵

が
入
っ
た
Q
＆
A
形
式
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
紹
介
さ
れ
、
後
日
、
他
支
部
に
も

デ
ー
タ
で
配
信
し
ま
し
た
。
支
部
長
・
事

務
局
を
は
じ
め
と
す
る
支
部
役
員
の
皆

様
の
努
力
と
熱
心
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

７
月
９
日
（
土
）、
長
野
県
の
戸
倉

上
山
田
温
泉
「
清
風
園
」
に
て
理
事
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
同
会
場
に

て
、
宮
代
会
の

総
会
も
開
催
。

大
学
か
ら
理
事

長
、
学
長
ら
15

名
の
教
職
員
も

参
加
し
、
総
勢

94
名
の
大
懇
親

会
で
大
い
に
親

睦
を
図
り
ま
し

た
。

続
い
て
、第
３
号
議
案「
平
成
28
年
度

事
業
計
画
案
」を
市
川
監
事（
Ｓ
３
・
東

京
）よ
り
、第
４
号
議
案「
平
成
28
年
度
予

算
案
」を
宮
坂
財
務（
Ｍ
卒
・
長
野
）よ
り

提
案
、一
括
審
議
の
上
、拍
手
に
よ
り
承
認
。

続
い
て
第
５
号
議
案「
理
事
・
監
事
の

銓
衡
」は
、齋
藤
銓
衡
委
員
長（
Ａ
卒
・

東
京
）に
よ
り
、銓
衡
委
員
会
に
よ
る
銓

衡
結
果
を
報
告
。理
事
候
補
者
115
名
、

監
事
候
補
者
２
名
が
提
案
さ
れ
、慎
重

審
議
の
上
、全
員
が
満
場
拍
手
に
よ
っ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
役
員
選
出
が
審
議
さ
れ
、

会
長
に
は
市
川
道
教
氏
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。平
成
28
年
度
後
援
会
役
員
名
簿

は
本
紙
５
頁
に
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

総
会
終
了
後
、一
般
の
会
員
は
約
１
時

間
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
歩
き
、Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ

ー
、工
業
技
術
博
物
館
な
ど
の
施
設
設

備
を
見
学
し
ま
し
た
。

学
友
会
館
ホ
ー
ル
で
は
引
き
続
き
新

旧
合
同
で
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。学
長
か
ら
退
任
理
事
の
皆
様
へ
の
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
退
任
理
事
の
皆
様
か
ら
は
、記

念
樹（
平
成
27
年
度
は
セ
ン
ダ
イ
ヤ
サ
ク

ラ
）の
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
４
時
30
分
、再
び
一
同
食
堂
に
会

し
、全
国
か
ら
訪
れ
た
会
員
、教
職
員
と

懇
親
を
深
め
る
中
、全
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

者
に
と
っ
て
ピ
ン
チ
ど
こ
ろ
か
大
チ
ャ
ン

ス
で
あ
り
、子
供
た
ち
の
生
き
る
日
本
は

技
術
と
知
識
を
身
に
着
け
た
人
材
が
宝

物
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
時
代
か
も
知
れ

な
い
と
私
は
希
望
を
抱
い
て
い
ま
す
。

成
田
学
長
は
、日
本
工
業
大
学
は

「
卒
業
時
の
学
生
の
質
保
証
を
す
る
大

学
」
と
標
榜
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

我
が
子
ら
を
、
宝
物
の
人
材
と
し
て
育

て
る
と
約
束
し
て
く
れ
て
い
る
の
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
品
質
保
証
の
た
め

に
卒
業
生
数
の
減
少
、
言
い
換
え
れ
ば
、

脱
落
者
の
増
加
を
招
い
て
は
元
も
子
も

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
後
援
会
と
大
学
は
、「
宝

物
の
大
量
輩
出
」と
い
う
共
通
の
目
標

の
た
め
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
深

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。具
体
的
に

ど
う
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
す
べ
き
な
の

か
、後
援
会
に
何
が
で
き
る
の
か
、皆
さ

ん
と
共
に
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、既
に
あ
る
仕
掛
け
を
フ
ル
に
活
用

す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
案
内
の
と
お
り
、
後
援
会
の
目
玉

事
業
で
あ
る
地
域
別
教
育
懇
談
会
は
、

全
国
の
全
て
の
支
部
、
支
部
の
な
い
地

域
で
は
本
部
の
主
催
に
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
大
学
の
教
職
員
の
方
々
が
皆
様
の

地
元
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
皆
様

が
大
学
と
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
で
き
る
絶

好
の
機
会
で
す
。
個
別
面
談
に
加
え
、

「
成
績
表
の
見
方
」「
よ
ろ
ず
相
談
」
な

就
任
の
あ
い
さ
つ

会長　
市川 道教（S3東京）

ど
多
く
の
情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
懇
談
会
の
懇
親
会
で
は
、
教
職

員
と
保
護
者
の
間
の
壁
を
取
り
払
い
、

大
人
同
士
の
意
見
交
換
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
皆
様
と
お
子
様
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
性
化
さ

れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

我
々
、保
護
者
が
大
学
と
大
学
で
の

子
供
た
ち
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
、

す
な
わ
ち
、
皆
様
の
教
育
懇
談
会
へ
の

多
く
の
参
加
が
、「
宝
物
の
大
量
輩
出
」

の
第
一
歩
だ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
後
援
会
の
事
業
と
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
後
援
会
定
期
総
会
を
開
催

︱
 会
長
に
市
川
道
教
氏（
東
京
都・Ｓ
３
）が
就
任
 ︱

学
外
理
事
会
を
開
催

支
部
連
絡
協
議
会

〜
全
国
か
ら
支
部
長
が
集
結
〜

理
事
会
の
様
子



地域別教育懇談会
を開催します！！

～後援会が主催する教育懇談会です～
会員の皆様の疑問や質問にお答えします。

教職員、支部役員がアットホームな雰囲気で、
皆様のお越しをお待ちしております。

是非ともご参加ください‼
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新任理事が一日研修会  〜 大学について学ぶ 〜 後援会をご理解いただく会

日
頃
お
子
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
と
れ
て
い
ま
す
か
？
一
人
暮
ら

し
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
自
宅
通
学
で

も
ほ
と
ん
ど
話
す
機
会
が
な
く
「
ち
ゃ

ん
と
授
業
に
出
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」

「
友
達
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
卒
業
は

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」「
就

職
活
動
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
」
等
、
ご
心
配
は
尽

き
な
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
の
学
修
支
援
セ
ン

タ
ー
や
学
生
相
談
室
で

は
、
随
時
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
が
、地
元
で
直
接
先
生
に

相
談
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
一
年
に
一
度

だ
け
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が「
地
域
別
教
育

懇
談
会
」
で
す
。
後
援
会
主
催
で
今
年

も
左
記
の
日
程
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
参
加
し
て
は
じ
め
て
子
ど
も
の
状
況

が
わ
か
っ
た
」、「
も
っ
と
早
く
成
績
に

つ
い
て
知
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
」、「
今

後
ど
う
取
り
組
め
ば
良
い
か
教
え
て
も

ら
え
た
」と
い
う
声
を
多
数
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
迷
っ
た
ら
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
有
意
義
な
時
間
を

お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

次
の
９
支
部
に
お
い
て
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
就
任
し
た

支
部
長
は
次
の
通
り
で
す
。

３
月
12
日
　
秋
田
県
支
部

新
支
部
長
　
　
佐
々
木
博
之
（
C
４
）

５
月
８
日
　
栃
木
県
支
部

新
支
部
長
　
　
伊
藤
　
友
子
（
Ｅ
４
）

５
月
８
日
　
岩
手
県
支
部

支
部
長
再
任

熊
谷
　
幸
次
（
Ｌ
３
）

５
月
14
日
　
蔵
王
支
部

新
支
部
長
　
　
山
本
　
広
志
（
Ａ
３
）

５
月
14
日
　
福
島
県
支
部

新
支
部
長
　
　
山
本
　
淳
一
（
Ａ
４
）

５
月
28
日
　
千
葉
県
支
部

新
支
部
長
　
　
川
内
　
克
美
（
Ｍ
３
）

５
月
29
日
　
西
中
国
支
部

支
部
長
再
任

田
中
　
敏
和
（
Ａ
４
）

５
月
29
日
　
東
中
国
支
部

新
支
部
長
　
　
森
　
　
博
昭
（
Ｓ
４
）

５
月
29
日
　
青
森
県
支
部

新
支
部
長
　
　
外
﨑
　
清
文
（
Ｅ
３
）

６
月
18
日
（
土
）、
大
学
に

お
い
て
「
新
任
理
事
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
就

任
し
た
新
任
理
事
43
名
の
内
36

名
が
出
席
し
、
学
長
、
会
長
の

挨
拶
の
後
、
大
学
の
取
り
組
み

や
後
援
会
の
歴
史
や
活
動
、
学

生
生
活
・
就
職
等
に
つ
い
て
各

部
長
か
ら
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
施
設
を
２
時
間
か
け
て

見
学
。
懇
親
会
で
は
、
全
国
に

わ
た
る
新
た
な
交
流
の
輪
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
一
年
間
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
３
日
（
日
）
の
入
学
式
終
了
後
、

「
後
援
会
を
ご
理
解
い
た
だ
く
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
日
曜
日
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
例
年
よ
り
多
く
の
新

会
員
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
14
号
館

の
１
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
室
と
５
階
会

議
室
の
２
会
場
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。
会
長
、
学
長
の
ご
挨
拶
の
あ
と
、

後
援
会
の
発
足
か
ら
こ
れ
ま
で
の
歴
史

や
事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、

新
入
会
員
の
皆
様
に
本
会
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

支
部
長
交
代

個
別
面
談
の
様
子
（
昨
年
）

神野教務部長の講義

平成28年度地域別教育懇談会開催日程一覧（予定）
  開　催　日 主　催 開 催 会 場 対 象 地 域

8/28(日） 茨城県支部 土浦市・ホテルマロウド筑波 茨城県

9/3(土) 岩手県支部 平泉町・ホテル武蔵坊 岩手県

〃 福島県支部 郡山市・清稜山倶楽部 福島県

9/4(日) 近畿支部 宝塚市・宝塚温泉ホテル若水 大阪府・兵庫県・京都府
奈良県・和歌山県・滋賀県

9/10(土) 長野県支部 長野市・ホテル信濃路 長野県

〃 山梨県支部 笛吹市・ホテル春日居 山梨県

9/11(日) 北海道（本部）札幌市・KKRホテル札幌 北海道

〃 四国（本部） 高知市・高知県立県民文化ホール 四国

〃 九州（本部） 鹿児島市・かごしま県民交流センター 九州

9/17(土) 静岡県支部 静岡市・アイワンホール 静岡県

〃 西中国支部 岩国市・岩国シティビューホテル 広島県・山口県・島根県
東中国支部 岡山県・鳥取県

9/18(日) 秋田県支部 秋田市・秋田温泉さとみ 秋田県

〃 新潟県支部 長岡市・長岡グランドホテル 新潟県

〃 栃木県支部 宇都宮市・ホテル丸治 栃木県

〃 群馬県支部 高崎市・高崎ビューホテル 群馬県

9/24(土) 蔵王支部 山形市・悠湯の郷　ゆさ 宮城県・山形県

〃 北陸支部 富山市・富山電気ビルディング 富山県・石川県・福井県

〃 千葉県支部 千葉市・バーディーホテル千葉 千葉県

9/25(日) 青森県支部 青森市・青森国際ホテル 青森県

10/2(日) 近県（本部） 大学 東京都・埼玉県・神奈川県

10/8(土) 沖縄県支部 那覇市・沖縄県青年会館 沖縄県

10/9(日) 東海支部 名古屋市・東京第一ホテル錦 愛知県・岐阜県・三重県

※日程および会場は、諸事情により変更になる場合があります。詳細はご自宅に送付される案内をご覧ください。
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大学は、来る2017（平成29）年に設立50周年を
迎えます。昨年、後援会会報99号でもお知らせしま
した通り、宮代キャンパス事業として「講義棟」、「食
堂棟」、「クラブ棟」が新築されます。去る５月14日
に起工式が執り行われ、第1期工事となる「食堂棟」
と「クラブ棟」が着工しました。後援会の皆様には、
この記念事業に協賛すべく平成21年度より特別会費
を積立てていただいています。また、大学の募金活
動にご賛同いただき、すでに多くの会員の皆様より
ご寄付をいただいており誠にありがとうございます。
引き続き会員の皆様の絶大なご理解とご協力をお願
い申し上げます。

建　物　名 工　　期（予定） 構造 階数 建築面積（㎡）

① 講義棟 【第2期】平成29年7月〜平成30年12月 鉄骨造 地上７階 2,458.59

② 食堂棟 【第1期】平成28年5月〜平成29年2月 鉄骨造 地上1階 2,171.70

③ クラブ棟 【第1期】平成28年6月〜平成29年3月 鉄骨造 地上3階 756.66

④ ピザリアトレビ棟（増築）【第1期】平成28年8月〜平成29年2月 鉄骨造 地上1階 ※311.07

⑤ アーケード（3区画） 【第1・2期】平成28年8月〜平成29年1月 鉄骨造 ー 875.01

⑥ バーベキュースペース 【第1期】平成28年7月〜8月 鉄骨造 ー 139.54

宮代キャンパス記念建設事業概要

※増築部分の面積

全体俯瞰図 配置図

食堂棟（スタディーカフェ）内観

食堂棟外観

クラブ棟外観

食堂棟内観

大学設立50周年 記念建設事業の概要（学園創立110周年）
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講義棟外観

講義棟1階 300人教室内観

講義棟1階 300人教室内観（パターン2）

講義棟1階（スチューデントプラザ）内観

講義棟7階（多目的スペース）内観
※画像はすべてイメージです。
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顧問 星　新作 元会長 埼玉県
〃 森川大成 元会長 三重県
〃 佐藤宗一 元会長 山形県
〃 沼尻芳治 元会長 埼玉県
〃 原田敬司 元会長 東京都
〃 秋葉一彦 元会長 東京都
〃 冨永京太郎 元会長 東京都
〃 金城英三 元会長 沖縄県
〃 神山英一 元会長 岩手県
〃 田川鋭治 元会長 静岡県
〃 佐藤建夫 元会長 埼玉県
〃 佐藤登美雄 元会長 香川県
〃 滝口和喜 元会長 山形県
〃 寺嶋佳章 元会長 東京都
〃 窪田政幸 元会長 兵庫県
〃 佐伯みち子 元会長 東京都
〃 川島敬司 元会長 神奈川県
〃 小笠原康雄 元会長 新潟県
〃 鳥取雄治 元会長 岡山県
〃 小林　卓 元会長 神奈川県
〃 出井栄一 元会長 埼玉県
〃 田代公男 元会長 静岡県
〃 田中則弘 元会長 新潟県
〃 沼尻裕之 元会長 埼玉県
〃 竹中哲喜 前会長 埼玉県

相談役 成田健一 学長 東京都
藤田則夫 埼玉県

会長 ㋚ 市川道教 S3 東京都
副会長 地○ 熱田俊美 A4 京都府

〃 大原史子 A4 鹿児島県
〃 ㊕サ 廣瀬　修 A3 神奈川県

総務 佐藤清治 A4 山形県
〃 加藤仁司 E3 福島県
〃 林　祐司 埼玉県

財務 地 武井　實 A4 山梨県
〃 町屋英治 M3 埼玉県
〃 鈴木史朗 埼玉県

監事 特 徳川喜永 S4 埼玉県
〃 地 菅原昌人 M3 新潟県

理事 後藤一弘 M4 福島県
〃 佐藤　恩 M4 岩手県
〃 地 夏目和敏 M4 静岡県
〃 特 浜　利勝 M4 東京都
〃 福田敬子 M4 栃木県
〃 地 森　博昭 S4 鳥取県
〃 地 伊藤友子 E4 栃木県
〃 特 入澤雪世 E4 静岡県
〃 新保裕子 E4 新潟県
〃 特 森田克弘 E4 群馬県
〃 特 渡邉康智 E4 岩手県
〃 荒内隆浩 C4 青森県

〃 兼島方昭 C4 沖縄県
〃 サ 酒井　武 C4 埼玉県
〃 地 佐々木博之 C4 秋田県
〃 特 塚原雄一郎 C4 埼玉県
〃 地 横田　武 C4 茨城県
〃 吉成ひろ子 C4 秋田県
〃 地 畔上栄一 A4 長野県
〃 地 小池良典 A4 群馬県
〃 地 指田守生 A4 京都府
〃 鹿内ひとみ A4 青森県
〃 地 田中敏和 A4 山口県
〃 濱口晴美 A4 茨城県
〃 平原明美 A4 新潟県
〃 藤丸昭彦 A4 長野県
〃 森上由美子 A4 石川県
〃 地 山本淳一 A4 福島県
〃 地 吉田靖志 A4 富山県
〃 梶原昭子 L4 兵庫県
〃 地 川内克美 M3 千葉県
〃 河野美由紀 M3 山梨県
〃 渋谷正直 M3 山形県
〃 仲村　仁 M3 群馬県
〃 河原良計 S3 岡山県
〃 雨野真里 S3 富山県
〃 特 岡本弘次 S3 千葉県
〃 小田島定孝 S3 岩手県
〃 黒飛光子 S3 広島県
〃 特 村井　剛 S3 富山県
〃 大関　誠 E3 茨城県
〃 笠原功悦 E3 秋田県
〃 サ 髙橋博子 E3 千葉県
〃 地 外�清文 E3 青森県
〃 特 槇岡明美 E3 神奈川県
〃 増田智子 E3 静岡県
〃 片桐永至 E3 千葉県
〃 吉田美智子 E3 栃木県
〃 井村吉恵 C3 奈良県
〃 澤井麗子 C3 広島県
〃 針貝明宏 C3 新潟県
〃 水野谷正 C3 福島県
〃 山浦哲也 C3 長野県
〃 石井智子 A3 秋田県
〃 特 石坂正明 A3 長野県
〃 長田美佐 A3 山梨県
〃 特 金谷正城 A3 群馬県
〃 鈴木信弘 A3 山形県
〃 サ 高野志保 A3 茨城県
〃 田中美穂 A3 静岡県
〃 地 山本広志 A3 山形県
〃 池崎美貴 L3 神奈川県
〃 地 熊谷幸次 L3 岩手県

〃 大崎　剛 M2 新潟県
〃 村上　悟 M2 長野県
〃 山本聖政 M2 栃木県
〃 稲越　忠 P2 長野県
〃 上村早苗 P2 群馬県
〃 大橋　渉 S2 茨城県
〃 サ 金子篤志 S2 埼玉県
〃 菅野隆記 S2 福島県
〃 木村英雄 S2 青森県
〃 特 坂庭　泉 S2 埼玉県
〃 佐藤功行 S2 北海道
〃 中村　淳 S2 沖縄県
〃 サ 川田敏彰 E2 栃木県
〃 濱谷朋子 E2 青森県
〃 稲福藤子 C2 沖縄県
〃 井上　香 C2 静岡県
〃 上田高司 C2 富山県
〃 大槻　成 C2 秋田県
〃 地 中田智昭 C2 岐阜県
〃 森田美夏 C2 千葉県
〃 荒井秀幸 A2 栃木県
〃 石橋俊哉 A2 福島県
〃 井本晋輔 A2 茨城県
〃 清水晃宏 A2 富山県
〃 白川純一 A2 島根県
〃 永沢昌彦 A2 山形県
〃 別役　修 A2 高知県
〃 三村義人 A2 山梨県
〃 三室理恵 A2 群馬県
〃 門河良典 A2 京都府
〃 井口克三 L2 群馬県
〃 特 金子太郎 L2 東京都
〃 長尾邦彦 L2 兵庫県
〃 北川貴英 M1 滋賀県
〃 野口　豊 M1 埼玉県
〃 外間貴子 M1 沖縄県
〃 本郷　順 M1 埼玉県
〃 鈴木　隆 P1 埼玉県
〃 麻木和美 S1 鳥取県
〃 濱川一彦 S1 東京都
〃 三輪�夫 E1 東京都
〃 真木浩二 C1 埼玉県
〃 幡野武臣 A1 山梨県
〃 森田　武 L1 東京都

事務局 飯島貴子 総務課主任 埼玉県
〃 宮本智子 総務課員 茨城県

平成28年度後援会理事・役員名簿（敬称略）
M（機械工学科）、P（ものづくり環境学科）、S（創造システム工学科）、E（電気電子工学科）、C（情報工学科）、A（建築学科）、L（生活環境デザイン学科）
地＝地方事業委員（支部長）　　特＝特別事業委員　　サ＝サービスセンター連絡協議会委員
○印＝委員長

後援会担当
部長

学園事務局長・
総務部長代行

総務部
副部長

財務課
課長補佐



平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
日
（
日
）
後

援
会
会
報
は
百
一
号
発
行
、
学
位
記

授
与
式
（
後
援
会
よ
り
卒
業
生
・
修

了
生
に
記
念
品
贈
呈
―
学
部
卒
業
生

に
シ
ス
テ
ム
手
帳
、
修
士
課
程
に
は

電
波
目
覚
ま
し
時
計
、
博
士
課
程
に

は
名
刺
入
れ
）

三
月
二
十
四
日
（
木
）
教
職
員
退
職
者

送
別
会

三
月
二
十
六
日
（
土
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス

三
月
二
十
九
日
（
火
）
～
四
月
一
日

（
金
）
健
康
診
断

平
成
二
十
八
年
度

四
月
三
日
（
日
）
入
学
式
（
後
援
会
よ

り
新
入
生
に
記
念
品
贈
呈
―
男
子
に

は
ネ
ク
タ
イ
、
女
子
に
は
ス
ト
ー

ル
）、
後
援
会
を
ご
理
解
い
た
だ
く

会
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後
援
会
行
事
抄

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い

後
援
会
で
は
会
員
各
位
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
学
生
の
成
績
・

生
活
・
就
職
等
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
さ
れ
た
い
事
項
や
、
ご
意

見
、
ご
希
望
等
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
回

答
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
投
書
・
ご
寄
稿
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

相談票 学科学年

学籍番号

学　生
氏　名
会　員
氏　名

連絡先
〠 TEL

四
月
七
日
（
木
）
授
業
開
始

四
月
九
日
（
土
）
監
査

四
月
十
日
（
日
）
役
員
会
、
理
事
会
、

銓
衡
委
員
会

四
月
二
十
日
（
水
）
会
報
新
入
学
記
念

特
集
号
発
行

五
月
八
日
（
日
）
栃
木
県
支
部
総
会
・

栃
木
県
支
部
設
立
40
周
年
記
念
式
典

（
ホ
テ
ル
丸
治
）、
岩
手
県
支
部
総
会

(

北
上
さ
く
ら
ホ
ー
ル)

五
月
十
四
日
（
土
）
蔵
王
支
部
総
会

（
悠
湯
の
郷
ゆ
さ
）、
福
島
県
支
部
総

会(

清
稜
山
倶
楽
部)

、「
食
堂
棟
」、

「
ク
ラ
ブ
棟
」
起
工
式

五
月
十
七
日
（
火
）
～
十
八
日
（
水
）

Ｉ
Ｓ
Ｏ
更
新
審
査

五
月
二
十
一
日(

土) 

保
護
者
の
た
め
の

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

五
月
二
十
二
日
（
日
）
定
期
総
会
、
銓

衡
委
員
会
、
役
員
会
、
理
事
会
、
新

旧
理
事
歓
送
迎
会

五
月
二
十
四
日
（
火
）
～
二
十
七
日

六
月
二
十
五
日
（
土
）
工
友
会
総
会
、

卒
業
教
職
員
の
集
い

六
月
二
十
九
日
（
水
）
学
園
創
立
記
念

日
（
一
〇
九
周
年
）

七
月
二
日(

土) 

学
園
協
議
会

七
月
九
日
（
土
）
～
十
日
（
日
）
理
事

会
、
宮
代
会
総
会
（
戸
倉
上
山
田
温

泉
）

七
月
十
六
日
（
土
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス

本
会
報
と
と
も
に
「
後
援
会
の
し

お
り
」
と
「
後
援
会
会
員
の
皆
様

へ
～
平
成
27
年
度
就
職
情
報
」
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

（
金
）
学
内
合
同
企
業
説
明
会

五
月
二
十
七
日
（
金
）
学
生
総
会

五
月
二
十
八
日
（
土
）
千
葉
県
支
部
総

会
（
バ
ー
デ
ィ
ー
ホ
テ
ル
千
葉
）、

西
中
国
・
東
中
国
支
部
総
会
（
岩
国

シ
テ
ィ
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）
宮
代
会
幹

事
会
、
㈱
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
株
主

総
会

五
月
二
十
九
日
（
日
）
青
森
県
支
部
総

会
（
ホ
テ
ル
ナ
ク
ア
シ
テ
ィ
弘
前
）

六
月
四
日
（
土
）
新
役
員
と
大
学
執
行

部
と
の
顔
合
わ
せ
、
体
育
祭

六
月
五
日
（
日
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

六
月
十
八
日
（
土
）
新
任
理
事
研
修
会

六
月
十
九
日
（
日
）
役
員
会
、
支
部
連

絡
協
議
会

五
月
八
日
（
日
）、「
ホ
テ
ル
丸
治
」

に
お
い
て
、
栃
木
県
支
部
総
会
に
引

き
続
き
「
栃
木
県
支
部
設
立
40
周
年

記
念
式
典
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
竹
中
後
援
会
会
長
（
当

時
）、
大
学
よ
り
柳
澤
理
事
長
、
成
田

学
長
、
藤
田
学
園
事
務
局
長
・
総
務

部
長
代
行
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
盛
大
に
鏡
開
き
も
行
わ

れ
、
栃
木
県
支
部
と
大
学
の
益
々
の

発
展
を
願
い
、
祝
杯
を
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
栃
木
県
支
部
か
ら
は
「
栃
木

文
庫
」
と
し
て
金
20
万
円
の
目
録
が

大
学
に
贈
呈
さ
れ
、
後
日
、
大
学
Ｌ

Ｃ
セ
ン
タ
ー
が
選
書
し
、「
栃
木
文
庫

コ
ー
ナ
ー
」
に
110
冊
の
書
籍
が
追
加

蔵
書
さ
れ
ま
し
た
。

左手2番目より柳澤理事長、成田学長、竹中会長（当時）

LCセンターに設置されて
いる「栃木文庫」コーナー

（参考）支部一覧　※設立順

支部名 設立年月日 対象地域
新潟県支部 昭和51年 6月19日 新潟県
群馬県支部 昭和51年 8月29日 群馬県
栃木県支部 昭和51年11月27日 栃木県
茨城県支部 昭和51年12月12日 茨城県
長野県支部 昭和52年 7月9日 長野県
福島県支部 昭和55年 3月16日 福島県
東中国支部 昭和55年 9月20日 鳥取県、岡山県
静岡県支部 昭和56年 2月22日 静岡県
山梨県支部 昭和56年 8月30日 山梨県
西中国支部 昭和56年 9月13日 広島県、山口県、

島根県
蔵王支部 昭和62年 9月5日 宮城県、山形県

岩手県支部 昭和63年 6月5日 岩手県
青森県支部 昭和63年 4月17日 青森県
秋田県支部 昭和63年 4月17日 秋田県
北陸支部 平成元年11月11日 富山県、石川県、

福井県
沖縄県支部 平成2年 9月30日 沖縄県
近畿支部 平成8年 4月7日 滋賀県、京都府、

大阪府、兵庫県、
奈良県、和歌山県

東海支部 平成8年 4月7日 愛知県、三重県、
岐阜県

千葉県支部 平成9年 9月6日 千葉県

栃木県支部設立40周年記念式典を挙行
ーLCセンターに「栃木文庫」を寄贈ー


